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10
月
は「
土
地
月
間
」

●
土
地
価
格
の
目
安
と
な
る
地

価
公
示

　

地
価
公
示
と
は
、
土
地
売
買

価
格
の
目
安
と
な
る
よ
う
、
都

市
計
画
区
域
内
で
標
準
的
な
使

わ
れ
方
を
さ
れ
て
い
る
土
地
（
標

準
地
）
を
選
び
出
し
、
そ
の
土

地
の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る

こ
と
で
す
。

　

こ
の
標
準
地
と
知
り
た
い
土

地
の
条
件
（
形
状
、
道
路
や
駅

か
ら
の
距
離
、
上
下
水
道
な
ど
）

を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
土

地
の
お
お
よ
そ
の
価
格
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

不
動
産
鑑
定
士
が
鑑
定
評
価

を
行
う
場
合
や
国
、
地
方
公
共

団
体
が
公
用
用
地
を
買
う
場
合

な
ど
に
お
い
て
標
準
地
の
価
格

が
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
地
価
公

示
は
適
正
な
地
価
の
形
成
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
地
価
公
示
に
関
す
る

書
面
（
標
準
地
の
価
格
や
周
辺

の
状
況
な
ど
）
は
市
役
所
企
画

調
整
課
に
あ
り
、
ど
な
た
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
。

●
届
け
出
が
必
要
な
土
地
取
引

　

下
記
の
⑴
の
面
積
要
件
を
満

た
す
土
地
売
買
な
ど
の
契
約
を

〜
地
価
公
示
と
土
地
取
引
の
届
け
出
〜

し
た
と
き
は
、
土
地
の
権
利
取

得
者
は
、
左
記
⑵
の
書
類
を
契

約
を
結
ん
だ
日
か
ら
起
算
し
て

２
週
間
以
内
に
必
ず
市
役
所
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出

を
し
な
い
と
法
律
に
よ
り
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑴
面
積
要
件

１
： 

市
街
化
区
域
（
大
洲
市
内

に
は
該
当
な
し
）

 

…
２
千
平
方
㍍
以
上

２
： 

１
を
除
く
都
市
計
画
区
域

　
　

 

…
５
千
平
方
㍍
以
上 

３
： 

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域 

 

…
１
万
平
方
㍍
以
上 

⑵
届
出
書
類

１　

土
地
売
買
な
ど
の
届
出
書

２　

契
約
書
な
ど
の
写
し

３　

 

土
地
の
位
置
を
示
す
５
万

分
の
１
以
上
の
地
形
図

４　

 

付
近
の
状
況
を
示
す
５
千

分
の
１
以
上
の
図
面

５　

 

土
地
の
形
状
な
ど
を
示
す

図
面

︻
閲
覧
・
問
い
合
わ
せ
先
︼

　

市
役
所
企
画
調
整
課
地
域
政

策
係

　

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
５
２

５
）

▲ 三善地区で作成した防災マニュ
アルを手にする大隅愼司本部長

自
ら
作
る
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
三
善
地
区
自
主
防
災
組
織
（
大
隅
愼
司
本
部
長
）

は
身
近
で
必
要
な
防
災
情
報
を
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
・
配
布
し
、
地
域
住
民
へ
災
害
時
の
備

え
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
で
の
防
災
意
識

　

三
善
地
区
（
４
１
８
世
帯
、

１
０
３
１
人
）
で
は
、
自
主
防

災
組
織
を
平
成
18
年
２
月
に

結
成
以
来
、
年
１
回
以
上
の
訓

練
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
今
年
７
月
に
は
、
心
肺
蘇

生
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
実
施
し
、

住
民
約
30
人
が
参
加
す
る
な

ど
、
防
災
意
識
は
高
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
こ

う
し
た
機
会
に
接
す
る
こ
と
の

な
い
人
た
ち
へ
の
意
識
啓
発
を

ど
う
す
る
か
が
地
域
課
題
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今

年
度
は
「
住
民
広
報
に
つ
い
て

も
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」
と
の

方
針
を
打
ち
出
し
、
地
区
独
自

の
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
に
取

り
掛
か
り
ま
し
た
。

自
分
た
ち
に
必
要
な
情
報
を
掲
載

　

約
１
カ
月
か
け
て
作
成
し
た

冊
子
は
、
全
17
ペ
ー
ジ
、
カ
ラ

ー
印
刷
で
、
地
区
に
お
け
る
「
地

震
、
風
水
害
、
土
砂
災
害
な
ど

へ
の
備
え
」、「
我
が
家
の
防
災

点
検
」、「
水
防
サ
イ
レ
ン
の
種

類
」、「
避
難
勧
告
基
準
」
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
時
に
す
ぐ
連
絡
が
と
り

合
え
る
よ
う
、
緊
急
連
絡
先
を

一
覧
表
に
し
た
り
、
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
河
川

水
位
や
避
難
に
関
す
る
情
報
な

ど
の
入
手
方
法
も
分
か
り
や
す

く
紹
介
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

作
成
に
際
し
て
特
に
注
意
し

た
の
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
に

関
す
る
こ
と
を
載
せ
る
」
こ
と

で
す
。
既
に
、
市
か
ら
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
が
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
市
内
各
地

の
状
況
を
ま
と
め
た
大
局
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
成

に
あ
た
っ
て
は
こ
れ
ら
の
様
々

な
資
料
を
参
考
に
、
自
分
た
ち

に
と
っ
て
よ
り
使
い
や
す
い
も

の
に
な
る
よ
う
、
必
要
な
情
報

を
選
択
、
加
工
し
、
知
り
た
い

こ
と
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
工

夫
し
ま
し
た
。
冊
子
は
区
長
を

通
じ
て
、
全
戸
配
布
し
て
お
り
、

住
民
か
ら
も
好
評
を
得
て
い
ま

す
。

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に

　

三
善
地
区
で
は
、「
歴
史
的

に
み
て
も
水
害
が
身
近
な
問

題
。
し
か
し
今
後
30
年
以
内
に

50
％
の
確
立
で
起
こ
る
と
さ
れ

る
南
海
地
震
へ
の
備
え
も
重

要
。
こ
の
冊
子
を
見
て
、
身
近

な
危
険
を
よ
く
知
る
こ
と
が
、

安
心
に
結
び
つ
く
」（
大
隅
本

部
長
）
と
冊
子
の
活
用
に
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

市
役
所
危
機
管
理
課

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
３
５
２
）

三
善
公
民
館
☎
㉖
０
１
２
０

　

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
三

善
公
民
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://m

iy
o
sh
i.m
a
in
.jp
/

pu
b
lish
m
en
t.h
tm
l

で
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲ マニュアルに掲載された写真
　浸水した春賀地区（昭和23年）

　 肱川とむら 三善生活誌（常磐井忠伽著）から

シリーズ防災
№６

自ら作る防災マニュアル
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お
お
ず
の
女
性

〜
輝
い
て
今
〜

Vol.45

　

７
月
に
４
回
に
渡
り
、
え
ひ
め
女
性

財
団
主
催
の
地
域
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

カ
レ
ッ
ジ
が
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
開
講
さ
れ
、
遠
く
は
宇
和
島
市
か

ら
の
受
講
生
も
あ
る
な
ど
皆
さ
ん
熱
心

に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
回
数
ご
と
に
テ
ー
マ
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、

第
１
回
目

： 

男
女
共
同
参
画
と
家
庭
教

育
に
つ
い
て

第
２
回
目

： 

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
に
つ
い
て

第
３
回
目

： 

高
齢
者
問
題
と
地
域
支
援

に
つ
い
て

第
４
回
目

： 

笑
い
が
健
康
に
も
た
ら
す

効
果
に
つ
い
て

　

専
門
の
講
師
に
よ
る
講
義
や
、
市
職

員
に
よ
る
大
洲
市
で
の
取
り
組
み
の
紹

介
な
ど
様
々
な
分
野
に
つ
い
て
の
講
義

が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

い
ず
れ

の
講
座
で

も
参
加
者

は
、
真
剣

に
耳
を
傾

け
、
講
師

の
体
験
談

を
聞
い
た
り
、
時
に
は
講
師
も
一
緒
に

な
っ
て
笑
う
な
ど
、
知
識
が
ふ
え
た
だ

け
で
な
く
、
心
も
豊
か
に
な
る
よ
う
な

時
間
が
過
ご
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
受
講
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
理
解
が

深
ま
っ
た
事
は
勿
論
で
す
が
、
勉
強
さ

れ
た
事
を
家
族
や
知
人
に
気
楽
に
お
話

し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す

る
事
で
一
人
が
聞
い
た
お
話
で
も
何
倍

も
の
人
が
聞
け
た
事
に
な
り
ま
す
し
、

「
真
面
目
な
話
を
聞
く
の
は
苦
手
」
と

い
う
人
で
も
、
身
近
な
人
か
ら
の
お
話

な
ら
聞
き
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
で
も
「
知
識

の
お
す
そ
わ
け
」
が
広
が
っ
て
い
け
ば
、

よ
り
多
く
の
人
の
知
識
の
広
が
り
に
つ

な
が
り
、
ひ
い
て
は
よ
り
多
く
の
人
の

力
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
企
画
調
整
課
男
女
共
同
参
画
係

　

☎
㉔
２
１
１
１

（
内
線
５
２
２
、５
２
４
）

〜
地
域
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
大
洲
会
場
）
開
講
〜

　

８
月
８
日（
金
）、
化
粧
品
の
製
造
・

販
売
や
全
国
50
カ
所
で
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ

ク
サ
ロ
ン
を
経
営
し
て
い
る
株
式
会

社
ブ
ル
ー
ム
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
愛
媛
テ

ク
ノ
工
場
が
、
拓
海
工
業
団
地
（
長

浜
）
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
記
者
会
見
で
大
森
市
長
は
、

「
大
洲
市
に
と
っ
て
久
々
に
嬉
し
い
ニ

ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。
末
永
く
発
展
し
て

欲
し
い
。
大
洲
市
も
南
予
の
玄
関
口
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
」
な
ど

と
話
し
、
田
部
早
巳
社
長
は
、「
水
が

豊
富
に
あ
る
こ
と
や
、
環
境
が
気
に
入

っ
た
の
で
大
洲
市
に
決
定
し
た
。
農
産

物
も
豊
富
な
の
で
、
こ
れ
ら
を
活
用
し

た
愛
媛
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
を
開
発
し
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
に
よ
る

と
愛
媛
テ
ク
ノ
工
場
は
敷
地
面
積
約

９
９
０
０
平
方
㍍
、
鉄
骨
２
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
は
約
５
千
平
方
㍍
で
、
来

春
５
月
の
稼
動
を
目
指
し
て
お
り
、
当

初
は
地
元
な
ど
か
ら
20
―
30
人
を
雇
用

す
る
予
定
。
最
終
的
に
は
約
１
０
０
人

を
雇
用
す
る
計
画
が
あ
る
と
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
役
所
商
工
観
光
課
商
工
観
光
第
１
係

☎
㉔
２
１
１
１　

内
線
（
５
３
４
）

長
浜
拓
海
工
業
団
地
に
化
粧
品
工
場

〜
新
た
な
「
雇
用
の
創
出
」
〜

▲ 記者会見で握手する大森市長（左）、田部
社長（中央）、佐伯県経済労働部長（右）

▲完成予想図

長浜拓海工業団地に化粧品工場
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大
洲
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
肱
川

の
河
道
内
に
繁
茂
し
て
洪
水
の
時
に
支

障
と
な
る
竹
や
木
を
伐
採
し
ま
す
。

　
伐
採
し
た
竹
や
木
は
、
地
域
住
民
の

皆
様
に
配
布
し
有
効
利
用
し
て
頂
く
こ

と
で
処
分
費
の
削
減
を
図
り
ま
す
。
仮

置
場
所
に
一
定
期
間
置
き
ま
す
の
で
、

必
要
な
人
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

〈
注
意
事
項
〉

・ 

積
み
込
み
、
運
搬
は
各
自
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

・ 

利
用
状
況
の
把
握
と
不
法
投
棄
防
止

の
観
点
か
ら
氏
名
や
数
量
（
概
数
）
を

記
録
し
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が

左
記
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・ 

多
量
の
受
入
が
可
能
な
施
設
に
つ
い

て
も
同
時
に
募
集
を
行
い
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
左
記
連
絡
先
ま
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

・ 

配
布
期
間
中
で
あ
っ
て
も
無
く
な
り

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

　

肱
川
出
張
所

　

☎
㉕
４
６
４
９

●配 布 物 ： 竹・木
●仮置場所 ： 大洲市八多喜
 （祗園大橋下流側）
●仮置期間 ：
  竹）H20. ９～ H21. ２末
  木）H20.11～ H21. ２末

八多喜駅

至長浜

至中村

コンビニ

県道大洲長浜線
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至中村至長浜
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白滝駅

←肱川

旧
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滝
橋

旧
白
滝
橋

至阿蔵 至長浜

国道56号

県道長浜中村線

県道大洲長浜線

肱川→

至大洲駅
至中村

大洲市
総合体育館

至新谷

肱川河川防災
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至阿蔵 至長浜

国道56号

県道長浜中村線

県道大洲長浜線

肱川→
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至中村

大洲市
総合体育館

至新谷

肱川河川防災
ステーション

ホンダ

至長浜

八多喜駅

至長浜

至中村

コンビニ

県道大洲長浜線

県道長浜中村線 八多浪橋八多浪橋

←肱川

病院

至大洲

至長浜

柴小学校柴小学校

至長浜 至大洲
県道大洲長浜線

県道長浜中村線

至中村至長浜

ブロック置場

白滝駅

←肱川

旧
白
滝
橋

旧
白
滝
橋

至阿蔵 至長浜

国道56号

県道長浜中村線

県道大洲長浜線

肱川→

至大洲駅
至中村

大洲市
総合体育館

至新谷

肱川河川防災
ステーション

ホンダ

至長浜

●配 布 物 ： 竹
●仮置場所 ： 大洲市柴
　　　　　　［豊中地区］
 （旧白滝橋入口付近）
●仮置期間 ： 
 H20.10 ～ H21. ２末

●配 布 物 ： 竹
●仮置場所 ： 大洲市五郎
 （長浜中村線沿線）
●仮置期間 ：
 H20.11 ～ H21. ２末

肱
川
の
竹
・
木
　
無
料
配
布
！

仮置場所【A】　大洲市八多喜

仮置場所【B】　大洲市柴

仮置場所【C】　大洲市五郎

　

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
就
業
を
希
望

し
た
い
が
、
再
就
業
に
不
安
が
あ
る
人

を
対
象
に
臨
床
研
修
の
場
を
提
供
し
、

地
域
の
看
護
師
不
足
解
消
の
支
援
を
し

ま
す
。

【
目
　
的
】

　

看
護
師
の
免
許
を
有
し
て
い
る
人
を

対
象
に
、
就
業
の
た
め
に
必
要
な
知
識
・

技
術
を
再
確
認
し
、
再
就
職
に
対
し
て

自
信
が
も
て
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

【
日
　
時
】

　

11
月
10
日
㈪
か
ら
12
日
㈬
の
３
日
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

受
付
は
午
前
９
時
か
ら
で
す

【
人
　
数
】　

５
人
程
度

【
費
　
用
】　

無
料

【
場
　
所
】

　

市
立
大
洲
病
院　

３
階
講
義
室
・
病
棟

【
受
付
期
間
】

　

９
月
25
日
㈭
〜
10
月
17
日
㈮

【
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先
】

　

氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
経
験
年
数
、

免
許
番
号
を
記
載
の
う
え
（
様
式
任
意
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
（
10
月
17
日
㈮
必

着
）
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

10
月
24
日
㈮
ま
で
に
受
講
の
可
否
を

連
絡
い
た
し
ま
す
。

〒
７
９
５
・
８
５
０
１

愛
媛
県
大
洲
市
西
大
洲
甲
５
７
０
番
地

　

☎
㉔
２
１
５
１　

FAX
㉔
０
０
３
６

市
立
大
洲
病
院　

看
護
部

　

教
育
担
当　

田
丸
ま
で

【
そ
の
他
】

　

以
下
の
留
意
事
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

① 

昼
食
お
よ
び
お
茶
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

② 

11
月
11
日
㈫
、
11
月
12
日
㈬
は
動
き

や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

必
要
時
に
は
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
お
貸
し

し
ま
す
。
靴
は
白
色
で
動
き
や
す
い

も
の
を
各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

３
日
間
の
研
修
を
終
了
さ
れ
た
人
に

は
、「
市
立
大
洲
病
院
再
就
職
者
支
援

講
習
会
終
了
」
受
講
証
を
お
渡
し
し

ま
す
。

看
護
師
再
就
職
者
支
援
講
習
会
の
ご
案
内

○

　あなたの悩みは、同じ悩

みを持つ人に打ち明けるこ

とで気持ちが楽になり、皆

さんから元気をもらえま

す。また、田村由美先生（神

戸大学医学部）の講演もあ

ります。

【日　時】
　10月26日㈰

午後１時30分～
【場　所】
　大洲市東大洲270-1
　大洲市総合福祉センター

　１階会議室

【問い合わせ先】
　 日本オストミー協会愛媛
県支部事務局（三浦）

　☎089－922－1584

オストメイト（人工肛門、
人工膀胱をもつ人）の

研修および相談会

肱川の竹・木 無料配布のお知らせ


	表紙・行政改革実施状況　ほか
	防災マニュアル・肱川の竹・木無料配布　ほか
	『キオスク端末』のご案内・市有地売却のお知らせ・藤樹まつり　ほか
	松井家住宅が国の登録有形文化財に・お知らせ　ほか
	まちのわだい・保健センター情報
	相談ごと案内・くらしの情報　ほか



